
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検討テーマ２「これからの地域コミュニティづくりを考える」 

【課題の現状認識】第 3回運営部会：Ｈ21.3.9、第 4回区民会議：Ｈ21.3.19 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【取り組みの方向性】第 3回課題調査部会：Ｈ21.4.24 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

【課題解決に向けた取り組み事項】第 4回運営部会：Ｈ21.6.2、第 5回区民会議：Ｈ21.7.10 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第２期中原区区民会議の取り組みについて 

検討テーマ１「地域で取り組む放置自転車問題」 
【放置自転車問題の現状】第 1回運営部会：Ｈ20.8.5、第 2回区民会議：Ｈ20.10.9 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
【中原区の自転車台数の推移】 
①自転車全体台数 Ｈ10：14,550台⇒Ｈ20：19,283台（32％増加） 
②駐輪場利用台数 Ｈ10：7,130台⇒Ｈ20：13,438台（88％増加） 
③放置自転車台数 Ｈ10：6,444台⇒Ｈ20：5,845台（9％減少） 

 
 
①自転車全体台数は増えている。 

②駐輪場の利用台数も増えている。 

③放置自転車台数は 10 年前と比較してほぼ横ばい状態 
 

 
 
【課題の現状認識・取り組みの方向性】第 1回、第 2回課題調査部会：Ｈ20.11.7、Ｈ20.11.27 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【課題解決に向けた取り組み事項】第 2回運営部会：Ｈ20.12.9、第 3回区民会議：Ｈ21.1.20 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
① 向河原駅、武蔵中原駅、武蔵新城駅は駐輪場に空きがある。 
② 武蔵小杉駅、元住吉駅は駐輪場の利用率は 100％を越えている。
⇒各駅の放置自転車の状況は異なっている 

（１）放置自転車問題に関する課題の現状認識 
・これまでの放置自転車対策などにより日常的に通勤通学の自転車利用者の駐輪場利用率は上昇している。

・しかし、依然として駅周辺には多くの放置自転車がある。特に午前１０時以降から午後にかけて増加する。

・放置自転車対策は朝（通勤通学）だけでなく、就業形態の変化など多様な事情を 
考慮して昼以降の時間帯の対策を検討する必要がある。 

（２）放置自転車問題に対する取り組みの方向性 
○ 「街なかからすべての自転車を排除する」のか「自転車と共存・共生する」のか。 

⇒共存・共生する方策を検討することが問題解決には有効 
○ 地域と行政が連携した等のソフト面の対策を検討する必要がある。 

（１）地域・区民の取り組み 
  ① 自転車利用者に対するマナー・モラル啓発活動 
   ・区民会議委員の出身団体をはじめ地域団体等による啓発活動を促進 
   ・若い世代に向けた啓発活動の実施（例：ホームページによる広報） 
  ②駅周辺の商店街における放置自転車対策の取り組み促進 
（２）行政の取り組み 
  ①地域における放置自転車対策の取り組みとの連携 
  ②小杉駅周辺再開発地区をモデル地区として駐輪場への的確な誘導と利用促進 

キャンペーン等の実施を検討 

・人々が助け合っていくような関係を作ることが大切 

・個人ができることを積み上げながら、徐々にレベルを上げて、コミュニティづくりをしていく。 

  ⇒「お金」「場」「人材」もない状況で今すぐ出来ることは、「挨拶をすること」ではないか。 

  ⇒最近は人間関係が希薄となり「挨拶」もしなくなった。「挨拶」は、コミュニティづくりの原点である。

・近所の支えあいをもう一度考え直す必要がある。利己主義的な考え方は良くない。 
・イベントは、コミュニティの形成に効果的である。 
⇒マンションの住民には高齢者で時間に余裕のある方や優秀な方も沢山いる。地域活動にボランティアと

して参加を促す。 
⇒区民会議としてイベントを実施したらどうか。 

・再開発地区マンションで、全ての住民が賛同する企画はなかった。いろいろな考えを持った方がいるので、

慌てずにコミュニティ形成を進めればよい。 
・コミュニティの形成には、出会いの機会を作ることが大切である。 
 

（１）地域・区民の取り組み 

  ①地域コミュニティの場の創出    

②「あいさつ」の実践によるコミュニティづくり 

（２）区民と行政の協働による取り組み 

  ①地域コミュニティ活性化のための事業を実施   

②商店街コミュニティ事業の充実 

  ③市民活動の充実 

  ④小杉駅周辺再開発地区等における地域コミュニティづくりの充実 

（３）行政による取り組み 

  ・町内会・自治会活動を活性化するための支援 

＜コミュニティの場＞ 

・人々が集まれる広場などの場が不足している。 

・子どもが遊べる場が不足している。 

⇒公園、多摩川でも、グラウンドでもコミュニティの拠点となりうる。 

＜コミュニティの必要性＞ 

・マンションでは管理組合は組織されているが、それだけでは必要な情報も 

十分に伝わらず、重要な情報も伝わりにくい。 

・マンションが増えるなかで、町内会・自治会などの地域活動に参加する人が少なくなっている。 

⇒町内会等の組織がないと、一定の共通認識や体制が整っていないため、災害等が発生した際の対応が難

しい。 

＜コミュニティの連携＞ 

・学校、地域、行政、社会福祉協議会、民生委員児童委員協議会などのつながりを活かし有効的に発展させ

る。 

 

                           

２．検討テーマの審議と取り組み状況 

１．検討テーマの選定 第 1回区民会議：Ｈ20.7.16       

委員全員から検討すべき地域課題について意見や提案があり、その中で最も多かった「放置自転車問題」

を最初のテーマとすることで決定した。 

ポスター（案） 

平成21年11月16日
資料 ３ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．区民会議の充実に向けた取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検討テーマ３「まちの魅力を見つける」 

【課題の現状認識】第 5回運営部会：Ｈ21.9.7、第 6回区民会議：Ｈ21.10.8 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【取り組みの方向性】第 4回課題調査部会：Ｈ21.11.13（検討） 

 
 
 
 
 
 

（１）中原区は他区と違った魅力を持っている。 
・交通の便がよく、住みよいまちである。 
・多摩川や二ヶ領用水などの「水」、等々力緑地や井田山などの「緑」があふ

れるまちである。 
・中原街道周辺の寺社仏閣など歴史のあるまちである。 
・等々力緑地の公共施設をはじめ、平和館、国際交流センター、市民活動セ

ンターなど、他区にはない施設が数多くある。 
・温かい人柄の方が多く、住みよいまちである。（誰にでも住みよいまち） 

 

（２）人口移動が激しく、人口の増加が著しい。 
・中原区では、年間約１０％の住民が移動により入れ替わっており、人口の

増加率も２％を超えている。 
 （平成２０年の1年間で約6,000人の人口増化） 
・新たに中原区に住むことになった人をはじめ、中原区の持つ魅力を知らな

い人が多くいるのではないか。 
（３）知られていない魅力も数多くある。 

○知られていなかった中原区の魅力を知ることにより、地元と

しての愛着が沸き、まちの魅力がさらに高まる。また、中原

に定着する人も増えるのではないか。 
○若い人が、自分の住んでいるまちを好きになることは、故郷

への誇りを感じることになる。 
○魅力を伝えることだけではなく、魅力を支えている人にスポ

ットをあてることも重要ではないか。 

（１）「課題調査部会」による審議の充実 

   これまでの「運営部会」と「協働推進事業検討部会」に加え、課題についての

検証・調査の充実を図るため、新たな専門部会として「課題調査部会」を設置

 

（２）広報誌『なかはら区民会議だより』による情報発信の強化 

   区民会議の審議や取り組みの様子を広く市民に伝えるために発行。年４回の区

民会議開催に合わせて発行し、中原区役所企画課の窓口で配布のほか、区内の

町内会・自治会を通じて各戸に回覧 

 

４．中原区区民会議委員名簿（５０音順） ※Ｈ21.10.8 現在 

 

 

◎「まちの魅力を見つける」審議進行イメージ 

 

 

④「魅力」の共有 
・ 中原区民と共有 

・ 中原区に関心を持つ区外の人と共有 

・ 中原区を知らない人と共有 

景観 

・桜並木 

・富士山 まち・施設 

・小杉再開発 

・便利な交通網 

①「魅力」の収集 
・ 基礎的な情報の収集 

 

産業 

・ハイテク産業 

・都市型農業 

中原区の魅力 

③「魅力」の発信 
（方法の事例） 

・ チラシなど広報物の作成 

・ 魅力◎◎選などの選定 

・ ビデオなど映像の作成 

・ 写真展の開催 

           など 

②「魅力」の調査・検証 
・ 課題調査部会を中心とした「魅力」
の整理、点検 

【今後の審議進行案】 

10 月 8 日区民会議 

①「魅力」の収集 

 

 

課題調査部会 

②「魅力」の調査・検証 

③「魅力」の発信方法の検討 

 

 

平成 21 年 1 月区民会議 

④「魅力」の共有 

⑤まとめ 

など 

など 

など 

など 

文化 

・フロンターレ 

・区民祭 

など 

など 

歴史 

・中原街道 

・囃子曲持 
自然 

・多摩川 

・等々力緑地 

・二ヶ領用水 

など 

など 

 魅力を支える人々  

 


